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　梅雨明けと同時に異常な高温や熱帯夜が続きいささか
うんざりしていたら一転9月下旬の気候になったりとめ
まぐるしく気温が変動している．
　本号の巻頭言は，国立精神・神経センター名誉総長の
島薗安雄先生からいただいた．絶え間ない科学技術の進
歩が人間の生活におよぼす功罪について述べられてい
る．
　医療の面に於て，医療機器や技術の進歩により日本人
の平均寿命は男性75．9歳，女性81．8歳となり，いまや
世界一の長寿国となった．寿命が長くなるのはよいこと
であるが，老人が普通に社会生活を送ることができ，豊
かなQOLを維持できる社会体制が整っているか疑問で
ある．全人口に占める65歳以上の老人の比率が次第に
増えつつあり，寿命の延びに対する様々な老人問題の解
決が早急に求められていると思う．
　先生はまた，高度に発展した機器類やそれらのシステ
ムの取り扱い方によっては個人の生活のリズムが乱され
る恐れがあると述べられている．科学技術の進歩によっ
て生ずるプラスの面やマイナスの面をしっかり認識して
生活していかなくてはならない，と結ばれている．
　さて、本号にも多数の研究論文が掲載されている．若
い学徒の独創的な立派な論文であればこれを日本語発表
のみにしておくのは勿体ない．外国語にして発表し国際
社会での活躍を祈り念い．幸い，本年7月，J・バトリッ
ク　バロン教授が国際医学情報センター教授に就任され
たので，今後は外国語での発表も盛んになることを期待
している．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西里吉則記）
医学会幹事会要旨（平成3年7月）
1．臨床懇話会の報告があった．
　　第211回：麻酔学（3．5．23）
　　第212回：脳神経外科学（3．6。25）
　　第213回：八王子医療センター
　　　　　　　胸部外科　　（3．7．17）
2．平成3年度臨床懇話会（3年10月～4年7月）開催
　予定の報告があった．
3．臨床懇話会定例委員会（6月27日）の報告があっ
　た．
4．編集状況の報告並びに編集について討議した．
5．第128回医学会総会のシンポジウムのテーマは画像
　診断関係にする予定であるが，近々決定するとの報
　告があった．
6．現評議員及び幹事会の幹事，委員，監事の任期満了
　（11月30日）に伴い新評議員を選出するよう，各選
　出母体に依頼することが原案通り承認された．
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三輪哲郎（会　長）
登坂恒夫（副会長）
伊藤久雄（〃）渋谷　健（庶務幹事）
山澤靖宏（　〃　）
藤　巻　道　男（編集幹事）
小林春雄（〃）古　川　欽　一（会計幹事）
内野滋雄（〃）外野正己（委　員）
網野三郎（〃）舩坂宗太郎（　〃　）
三浦四郎衛（　〃　）
永井義一（〃）小柳泰久（〃）伊　藤　　　洋（　〃　）
河北英詮（〃）西里吉則（〃）藤　波　裏　二（監　　事）
内田安信（　〃　）
平成3年8月20日　印刷
平成3年9月1日　発行
東京医科大学雑誌　第49巻　第5号
発行者　三輪哲郎
発行所
印刷所
東京医科大学医学会
（東京医科大学総務部企画調査課内）
東京都新宿区新宿六丁目一番地一号
　　TEL（3351）6141（代）
共立印刷株式会社
東京都中央区新川2－23－9
　　TEL（3551）9891（代）
J．Patrick　Barron（英文校閲者）
